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（研究テーマ） 
 G蛋白質シグナルを制御する新規分子群の同定と情報ネットワークにおける役割の解析

（メッセージ） 
 G タンパク質シグナルの研究にたずさわってから四半世紀が経ちました。ヒト、酵母の
G タンパク質遺伝子の単離と構造決定、G タンパク質の構造と機能の解析、G タンパク質
による MAP キナーゼカスケード活性化と細胞遊走制御機構の解明など、先輩や後輩、そ
して学生らと数々の研究上の興奮と苦労を経験してきました。様々な生体機能を調節する

ホルモン、神経伝達物質のシグナル伝達で働く Gタンパク質システムが、視覚、嗅覚系、
さらに酵母のフェロモン系でも同じように働いていること、さらに Ras, Rhoなどの低分子
量 GTP結合タンパク質と３量体 Gタンパク質とのつながりも判ってきました。しかしなが
ら、まだ Gタンパク質の活性化・不活性化の詳細、発現調節の仕組み、そして Gタンパク
質シグナル制御系においても不明の部分が多く残っています。G タンパク質を制御する新
規分子をいくつか同定したので、それらの分子の働きを明らかにして上記問題の解明、そ

して薬剤の開発へと結びつく研究を行なっていきたいと考えています。 
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（研究室で有する実験技術・リソース） 

多くの３量体 G タンパク質αβγサブユニットおよび低分子量 GTP 結合タンパク質の

cDNAと発現プラスミド、およびそれらの組換え体タンパク質 

 

 


